
第 9回 Tsurui Lymphoma Workshop in 帯広 2026  2026/4/11現在 

 

開催時期： 2026年 7月 24日（金）～ 26日（日） 

開催場所： 十勝川温泉 ホテル大平原 〒080-0263 北海道河東郡音更町 十勝川温泉南 15丁目 1番地  

主催： NPO法人 Asia Lymphoma Network 

目的： 悪性リンパ腫の最新の知見の修得ならびに研究者との交流 

参加費： 12,000円（研修医、学生は無料） 

参加・宿泊・送迎バス等申し込み先： https://va.apollon.nta.co.jp/tlw2026/ 

 

【プログラム】 

 

7月 24日（金） 

（とかち帯広空港 羽田から ANA4765/ADO065便 13：20着、JAL575便 12：35着） 

シャトルバス   帯広空港 14：10発 → 14：50ホテル大平原着 

※希望者は上記 URLから事前申し込みをお願いします 

 

15：30  開会の挨拶とオリエンテーション 

塾頭 鈴宮淳司先生（コミュニティーホスピタル甲賀病院）、当番理事 山口素子（三重大学大学院） 

 

15：35―16：35  特別企画：先端技術によるリンパ腫研究 

座長：錦織桃子先生（京都大学）、勝屋弘雄先生（佐賀大学） 

1. EBウイルスのゲノム変異と疾患病態との関連  木村 宏先生（名古屋大学） 

2. 縦隔に発生するリンパ腫の分子基盤と病態の解明 頼 晋也先生（近畿大学） 

3. 細胞解析・空間オミクス解析を利用したリンパ腫の病態研究 坂田麻実子先生（筑波大学） 

 

16：40－17：20 共催スイーツセミナー（ジェンマブ株式会社/アッヴィ合同会社との共催）   

座長：山口素子（三重大学大学院） 

演者：頼 晋也先生（近畿大学）   

演題名：未定 

 

17：25―18：05  リンパ腫のトランスレーショナルリサーチ 

座長：伊豆津宏二先生（国立がん研究センター中央病院）、磯部泰司先生（福岡大学） 

1. ANKLのトランスレーショナルリサーチ 幸谷 愛先生（大阪大学） 

2. 新規経口メチル化阻害薬 OR-2100による DHL治療 城戸口啓介先生（佐賀大学） 

https://va.apollon.nta.co.jp/tlw2026/


18：10―18：50 Free discussion：新知見をリンパ腫診療にどう取り入れるか 

座長：近藤英生先生（川崎医科大学）、大島孝一先生（久留米大学） 

1. テーマ１：DLBCLのゲノム分類にどう対応していくか？ 

2. テーマ２：各病型での TP53変異の確認はどうするか？ 

※ ショートプレゼンテーション（5分、2題予定）  

 希望者は 5月 29日（金）までに演題と演者名を当番理事 山口素子までご連絡ください。 

 演題の採否は塾頭にご一任ください。   

 

18：50－NPO法人 Asia Lymphoma Networt 令和７年度社員総会 

司会：宇都宮 與先生（今村総合病院） 

 

19：05－ 各自で夕食（ホテルビュッフェ形式）、入浴 

 

20：20－ 懇親会（ホテル内会場） 

※懇親会参加希望者は上記 URLから事前申し込みをお願いします 

 

 

 

7月 25日（土） 

 

9：00－10：00 NK/T細胞リンパ腫 分科会 

座長：山口素子先生（三重大学大学院 先進血液腫瘍学） 

 

10：30－11：30 DLBCL 分科会 

   座長：宮崎香奈先生（三重大学大学院 血液・腫瘍内科学） 

 

 

19：00－ 各自で夕食（ホテル着席形式）、入浴 

 

20：20（予定、夕食後）－ 懇親会（ホテル内会場） 

※懇親会参加希望者は上記 URLから事前申し込みをお願いします 

 

 

 



7月 26日（日） 

 

8：00－8：55 ENKLの治療限界突破にむけて 

座長：山口素子先生（三重大学）、鈴木律朗先生（島根大学） 

1. 日本のリアルワールドデータ 進行期の現状  藤本亜弓先生（島根大学/がん研究会） 

2. 特別講演：ENKLの新しい治療（30分）  Won Seog Kim先生（サムソン医学センター） 

 

9：00－9：55 リンパ腫における CAR-T細胞療法の使い方 

座長：後藤秀樹先生（北海道大学） 

1. オープニング：CAR-T細胞療法の現状 後藤秀樹先生（北海道大学）（10分） 

2. Flash presentation  各 15分（プレゼン 10分、質疑 4分、アンケート結果 1分） 

・  DLBCL： 2nd lineの治療戦略 三木康介先生（北海道大学病院） 

・  FL： CAR-T細胞療法の位置付け 藤野貴大先生（京都府立医科大学） 

・  課題：臨床現場からみた CAR-T細胞療法の課題 名藤佑真先生（三重大学） 

 

10：00－11：10 特別講演：夢の治療の開発のしかた 

座長：木村晋也先生（佐賀大学）、安藤 純先生（順天堂大学） 

1. iPS細胞による CAR-T細胞療法 安藤美樹先生（順天堂大学） 

2. 幹細胞移植による先天代謝異常の治療 竹谷 健先生（島根大学小児科）  

3. 国際協同による新たな CAR-T細胞療法の開発 高橋 義行先生（名古屋大学小児科） 

 

11：10－11：15 閉会の挨拶  塾長 鈴宮淳司先生（コミュニティーホスピタル甲賀病院） 

 

シャトルバス   ホテル大平原 12：00発 → 12：40帯広空港着 

※希望者は上記 URLから事前申し込みをお願いします 

（とかち帯広空港 羽田行き JAL572便 13：10発、ANA4766/ADO066便 13：55発） 

 

同伴者の方などの野外学習は上記 URLなどから各自で申し込まれてください。 

 

お問い合わせなどは以下へお願いします。 

第 9回鶴居リンパ腫ワークショップ 

当番理事 山口素子（三重大学大学院） 

塾頭  鈴宮淳司（コミュニティーホスピタル甲賀病院） 

 


